　外貨預金とか、ジャンケン（もとのコンピュータ相手の一人遊び。２人ジャンケン）とかプログラムを参考に手を加えられたものです。手の加え方はそれほど込み入ったものはないのですが、面白い話題を見付けられたので、目新しいゲームとして楽しめると思います。

　課題のみつけかたが、ドンピシャのいいのみっけ！で、成功されています。

　インタネットで調べると、http://www.zdnet.co.jp/news/0301/20/nj00_hattari.html
に、「ミシガン大学の政治学者であるロバート・アクセルロッドの開催したトーナメントで優勝し、一躍脚光を浴びたアナトール・ラパパートの「おうむ返し」つまり、相手にやられたらやり返せ、という考え方が、最も強いと考えられている。」とあります。本当にこの方法が強いのか試してみたくなりますね。特にコンピュータは確率１／２の乱数なので。また、逆にコンピュータの手を１回目は乱数にするけど、２回目以降はオウム返しにするとか。もっともこの「もっとも強い」とは無限回試行でのことですが。

　この作品は、一般的な「情報科学概論」でのものでしたが、確率・統計関係で扱うなら、そのような作戦によって戦績がどのようになったかと調べるのも作品のネタになるでしょう。他の人の作品の出発点になりうる作品だと思いました。

これに関連するインタネットサイト、他にも、

An Introduction to Game Theory　（ショムニの比喩で・・・）　　

An Introduction to Game Theory　（マナ・カナの繰り返しゲーム）

が参考になります。
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